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一
四
〇

摂
論
学
派
の
心
分
説
に
関
す
る

一
考
察

(二
)

木

村

邦

和

前
に
、

真
諦
所
伝

の
心
分
説

と
二
唯
識
観

(
正
観
方
便
)

と
の
関
連
性
に

つ

い
て
検
討

し
た
。
今
は
、
真
諦
所
伝

の
心
分
説
が
中
国
仏
教
界

に
お

い
て
ど
の

よ
う
に
受

容
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
真
諦
所
伝

の
心
分
説

は
、
具
体
的

に
は
、
彼

に
よ

っ
て
翻

訳
さ
れ
た
経
論

と
及

び
疏

と
の
中
に
説
か

れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
現

存
す
る
も

の
は
少
な
く
、

し
か
も
彼

以
後

の
摂
論

学
派

の
諸
師

の
著
作
も
、
摂
大
乗
論
世
親
釈
に
関
す
る
も

の
し
か
現
存

し

て
い
な

い
。
故
に
こ
こ
で
は
、

ま
ず
真
諦
訳
摂
大
乗
論
世
親
釈

の
心
分
説
を

検
討
し
、

次
に
、

そ
れ
が
摂
大
乗
論
疏
章

の
中

に
ど

の
よ
う
な
形
で
継

承
さ
れ

て
い
る

か
を
論
ず

る
に
と
ど
め
る
。

(1
) 
梁
摂
論

に
は
三
種
類
の
心
分
説
が
説
か
れ

て
い

る
。

第

一
は

三
分

説

(
識
体

能
分
別

・
所
分
別
)

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
巻

五

・
差
別
章

(
大
正

・

三

一
・
一
八
四
b

・
c
)
に
、

論

日
。
唯

有
レ
二
。
謂
相
及
見
識
所
レ
摂
故
。

釈

日
。

…
…
諸

識
中
随

一
識

一

分
変
異
成

二色
等
相
殉

一
分
変
異
成
レ
見
。

故
名

二唯

二
叩
…
…
是

一
眼

識
。

如
二
所
応

一成
。

一
分
能
起
二種
種
相

殉

一
分
能
取
二
種
種
相

幻
能

取

者

即

名
レ

見
。

若
意
識
取
意
識
。

一
切
眼
等
識
及
法
識
為
レ
相
。

意
識
為
二
能
見
幻
復

次

種
種
相
生
者
。

但
意
識
是
種
種
相
生
。

以
二
縁
境
不
定

一故
。

其
余
諸
識
定
縁

一二

類
塵

殉
不
レ
能
二
分
別

殉
能
分
別
則
成
レ
見
。

不
能
分
別
則
成
レ
相
。

と
言
い
、

所
分
別
を
依
他
性

に
、
能
分
別
を
意
識
に
配
当
す
る
。

こ
れ
は
、
分

(
1
)

別
章
に
、

分
別

の
三
相
を
述

べ
る
意

に
通
ず
る
。

又
、

眼
等
五
識

の
場
合

に
も

識
体
が
変
異
し
て
、

相
見

二
識
を
生
じ
、

そ
こ
に
了
別

が
な
さ
れ
る
。

し
か
し

眼
等
五
識

の
能
取
分

は
三
分
別

(
自
性

・
憶

持

・
顕

示
)

を
具
え

て
い
な
い
か

ら
、
能

了
別

で
は
あ

る
が
能
分
別

で
は
無

い
。

第

二
は
二
分
説

(識
体

・
能
取
)

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、

論

日
。
分
別
性
相
者
実
無
レ
有
レ塵
。

唯
有

二識
体

一顕
現
為
レ
塵
。

是
名
二
分
別

性
相

殉
釈

日
。
如
レ
無
二
我
等
塵

ニ無
レ有

二
別
体

幻
唯
識
為
レ
体
。

不
三
以
二
識
為
二

分
別
性

識
所
変
異
顕
現
為
二
我
等
塵

刈
無
而
似
有

為

二識

所

取
幻
名
二
分

別

性

幻
(
大
正

・
三

一
・
一
八
二

・
a
)

と
言
う
。

こ
こ
で
、
「
識
」
と

「
識
所
変
異
顕
現
」

と
は
厳
密
に
区

別

し

て
使

わ
れ
て
お
り

「
識
」
は
能
取
を
意
味

し
、
「
識
所
変
」
は
所
取
分
を

意
味

す

る

と
考

え
ら
れ
る
。
故

に
識
体
と
能

取
分

と
を
依
他
性

に
配
す
る
。

第
三

は

一
分
説

(
本
識
)

で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、

本
識
と
本
識
相
貌

と
の
関

係

に
つ
い
て
、
巻
五

・
分
別
章

(
大
正

・
三

一
・
一
八
八

・
a
)
に
、

論

日
。
復
有
二
何
義
幻
由

二
此

一
識

一成
二二

切
種
種
識
相
貌
幻
釈

日
。

此
更
問

復
以
二
何
道
理
殉
唯
是

一
識
或
成

二
八
識
幻
或
成
二
十

一
識

…
…
此

下
釈

二不

異
義
殉
欲
レ顕

三
依
他
性
具
有
三
二
性
殉

一
識
従
二
種
子

一生
是
依
他
有
。

種
種
識

相
貌
是
分
別
。
分

別
実
無
所
有
是
真
実

性
。

…
…
一

識
謂

一
本
識
。

本
識
変

異
為
二
諸
識
一故
言

二
識
識
殉
今
不
レ
論
三
変
異

為
二
根
塵

鴨
故
但
言
二
識
識
殉
…
…

所
余
即
阿
陀
那
識
。

生
起
即
六
識
。
変
異
為

二
七
識

殉
即
是
本
識
相
貌
。

と
言
う
。

こ
こ
に
は
本
識
所
変
異

の
根
塵

に
は
論
及

し
な

い
が
、

同
じ
く
識
所

変
異

た
る
種
種
識
を
分
別
性
で
あ

る
と
言
う

か
ら
、

根
塵
も
分
別
性
と
す
る
の

で
あ

ろ
う
。

故
に
、

本
識
体
の
み
を
依
他
と
す
る

一
分
説

で
あ
る
。
尚
、

こ
の

文

は
他
訳
に
も
、

無
性
釈
に
も
無

い
か
ら
、

真
諦
独
自

の
見
解
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
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(2
) 
如

上
の
三
説
を
指
摘
す

る

一
文
が
円
測
の
解
深
密
経
疏
中

に
あ

る
。
然

此
三
相
体
性
寛
狭
。

諸
説
不
レ
同
。

具
依
二
真
諦

三
蔵

説
一
云
。
(
a
)
第
八
頼
耶

名
二依
他
起
殉
眼
等
七
識
為
二
分
別
性
殉
依
他
無
生
分

別
無

相

為
二
真
実
性
殉

(
b
)
又
解
。

眼
等

八
識
為
二
依
他
起
。

所
変
相
分
為
二
分
別
性

幻
…
…
(
c
)
又
解
。

眼
等
八
識
見
分
相
分
名
二
依
他
起
叩
妄
所
執
境
為
二
分
別
性

幻
…
…
如

上
両
解

理
具
不
レ
然
。

眼
等
八
識
及
諸
相
分
等
従
レ
縁
生
。

云
何
偏

説
二
第

八

頼

耶

一

名
二
依
他
起
幻
眼
等
七
識
為
二
分
別
性
殉
(
卍
続

一
-
三
四
-

三

七

四
左

上
)

こ
の
中
、
(
a
)
は
梁

摂
論
第

三
説

(
一
分
説
)

に
あ
た
り
、
(
b
)
は
第

二
説

(
二

分
説
)

に
あ
た
り
、
(
c
)
は
第

一
説

(
三
分
説
)

に
あ
た
る
。
円
測
が
ど

の
文

献
に
よ

つ
て
こ
の
解
釈

を
な
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
梁
摂
論
自

(
2
)

体

に
よ

つ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。

(3
) 
既
に
梁
摂
論

の
心
分
説

が
三
種
類
あ

る
と
す
れ
ば
、
摂
論
学
派
諸
師

の

著
作
た
る
摂

大
乗
論
疏
章
は
、

当
然

こ
れ
ら
三
説
を
並
記
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
、

一
説
又
は
二
説
を
記
す

の
み

で
あ
る
。

ま
ず
、
摂
大
乗
論
章
に
は
、

世
諦
門
中
七
識
六
識
是
分
別
性
。

…
…
阿

梨
耶
識
名

日
二
依
他
性

殉
(
大
正
八

五

・
一
〇

一
四
b
)

第

七
三
性
分
別
者
。

…
…
今

具
就
二
一
麓

細
分
別

刈
本
識
心
細
能

持

浄

染

名

為

二依
他
殉
六
七
心
麓
分

別
心
□
名
二
分
別
性
殉
(
大

正
八
五

・
一
〇

一
六
b
)

と
言

い
、
第
三
説

に
よ

つ
て
い
る
。

尚
、

第

三
・
第

二
説
を
述

べ
る
箇
所
は
見

出
せ
な
い
。

(
3
)

次
に
、
摂
大
乗
義
章
巻
第
四
は
、
七
八
諸
識
体
を
依
他
と
し
、
七
八
諸
識
用

(妄
塵
と
妄
心
)
を
分
別
性
と
す
る
。
こ
れ
は
、
生
起
識
の
段
階
に
於
て
一
分

説
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
識
の
段
階
に
於
て
も

一
分
説
-
前
の

第
三
説
-
を
採
用
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
こ
の
説
は
第
三
説
を
敷
衛

し
た
も

の
と
言
え
る
。
尚
、

第
一

・
第
二
説
を
述

べ
る
箇
所
は
見
出
せ
な

い
。

又
、

摂
大
乗
論
疏
巻

五
と
及
び
巻
七
に
は
、

相
見
二
識
を
言
う
が
、

こ
れ
を

三
性

に
配
当
し

て
解
釈

す
る
箇
所
は
無

い
。

こ
の
よ
う
に
、
摂
論
学
派

は
概
ね
第
三
説
を
継
承
し
て
い
る
。

(4
) 
梁
摂
論

の
心
分
説

は
三
種
あ

つ
た
。
第

一
は
三
分
説
、
第

二
は

二
分
説
、

第
三

は

一
分
説

で
あ
る
。

こ
の
中
、

真
諦
独
自

の
学

説
は
、
第
三

の

一
分
説

で

あ
り
、

他

の
二
説
は
無
著

・
世
親

の
学
説

で
あ
る
。

真
諦

以
後

の
摂
論
学
派
は

概
ね

一
分
説

の
み
を
継

承
す
る
。

で
は
、

何
故
に

一
分
説

の
み
を
継
承
す
る

の

で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
は
第

一
に
二
分
説
が
真
諦
に
よ

つ
て
否
定
さ
れ

て
い
る

こ

と
に
よ
る
。

す
な
わ
ち
転
識
論
に

起
二
種
種
分
別
等
一者

一
一
識
中
皆
具
二
能
所

…
…
能

即
依

他

性
。

所

即

分

別
性
。

…
…
由

二
如
レ
此
義

一離
レ
識
之
外
無
二
別
境

殉
但
唯
有
レ
識
義
成
。

既
未

レ
明
レ
遣
レ
識
。

惑
乱
未
レ
除
。
故

名
二
不
浄

品
司
(
大
正
三

一
・
六

一
・
下
)

と
言

い
、
二
分
説
に
も

と
つ
く
唯
識
観
は
不
浄

品
で
あ
る
と
し
て
退
け
る

の
で

あ
る
。

又
第

二
に
、
若

し
三
分
説
を
採

れ
ば
、
本
識
相
貌
た
る
見
相
二
識
は
依

他
性
と
な
り
、

一
分
説

が
成
立
し
な

い
。
或

は
三
無
性
に
関

し
て
、
依

他

・
分

別

の
同

一
無
性

が
真
実
性

で
あ
る
と

の
説

も
立
て
ら
れ
得
な
く
な
ろ
う
。

こ

の
よ
う
に
、
真
諦
所
伝

の
心
分
説

は
三
種
類
あ

つ
た
が
、
摂
論
学

派
の
諸

師
は
、

こ
れ
ら
の
中
、

真
諦
独
自

の
学
説

た
る

一
分
説

の
み
を
継
承
し
た
の
で

あ
る
。
1
 
大
正
三

一
・
一
八
六

c
-

一
八
七

a
。

2
 

円
測
は
解
深
密
経
疏

に
真
諦

の
釈

文
を
引

く
が
、

こ
の
中
唯
識
に
関
す

る
も
の
は
、
解
節
経
記

・
梁

論
記

・
九
識
義

記

の
三
種

で
あ

る
。
円
測
は

恐
ら
く
梁

論
又
は
梁
論
記
に
よ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

3
 

印
仏
研

二
四
-

二
-
二
四
二
を
参

照
さ
れ
た
い
。

摂
論
学
派

の
心
分
説

に
関
す
る

一
考
察
口

(
木

村
)
 

一
四

一
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